
あ
い
ち
通
信 

 

第
四
十
八
号 

平
成
二
十
五
年
八
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部 

事
務
局 

０
５
２ 

― 

７
６
３ 

― 

４
５
８
８ 

 

報
告
・
６
／
２
７
日
本
・

ウ
イ
グ
ル
自
由
の
た
め
の
連
帯
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Ｉ
Ｎ

名
古
屋
・

ラ
ビ
ア
女
史
講
演
抄
録 

 

●
日
時 

六
月
二
十
七
日(
木
） 

●
会
場 

ウ
ィ
ン
ク
あ
い
ち
●
参
加
者 

二
百
名
強 

 

●
講
演
者 

「
世
界
ウ
イ
グ
ル
会
議
」
・
総
裁 

ラ
ビ
ア
・
カ
ー
デ
ィ
ル
女
史 

ウ
イ
グ
ル
建
国
は
一
九
四
四
年
で
、
当
時
は
ウ
イ
グ
ル
に
は
人
口
比
で
ウ
イ
グ
ル
人
八
〇
％
以
上
、
中
華

系
二
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
ウ
イ
グ
ル
に
対
し
て
自
治
権
を
与
え
、
宗
教
の
自
由
も
認
め
る
程
、
中
共
政

府
も
優
し
い
顔
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
人
口
比
が
五
〇
％
／
五
〇
％
に
な
る
と
中
共
政
府
は
豹
変
。
ウ
イ

グ
ル
人
の
宗
教
を
禁
止
し
、
仕
事
は
中
国
人
を
優
遇
し
て
ウ
イ
グ
ル
人
を
追
い
出
し
、
地
下
資
源
を
略
奪
し

（
略
奪
に
は
本
土
か
ら
中
国
人
を
連
れ
て
き
て
い
る
）
、
農
家
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
土
地
を
奪
い
中
国
人
に
与

え
た
。
土
地
提
供
を
拒
め
ば
テ
ロ
リ
ス
ト
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
投
獄
し
た
。
ま
た
、
中
共
政
府
は
ウ
イ
グ
ル 

人
に
対
し
て
同
化
政
策
を
行
っ
て
い
る
。
十
四
～
二
十
四
歳
の
女
性
を
家 

族
か
ら
強
制
的
に
引
き
離
し
中
国
本
土
に
連
れ
て
行
っ
た
。
反
対
す
れ
ば 

テ
ロ
リ
ス
ト
に
さ
れ
、
投
獄
あ
る
い
は
殺
害
さ
れ
た
。
宗
教
指
導
者
を
含 

む
知
識
人
に
対
し
て
も
テ
ロ
リ
ス
ト
の
レ
ッ
テ
ル
を
張
り
弾
圧
を
行
な 

っ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
に
は
拷
問
の
他
に
人
体
実
験
、
臓
器
の
摘
出
も
行
っ 

て
い
る
。
国
慶
節
な
ど
の
祝
日
に
は
公
開
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
、
町
中
引 

き
回
し
に
さ
れ
、
処
刑
場
に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ 

る
た
め
月
に
一
回
は
暴
動
が
発
生
し
て
お
り
、
中
共
軍
に
対
し
て
ウ
イ
グ 

ル
人
は
ナ
イ
フ
の
み
で
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
な
ぜ
正
規
の
軍
隊
に
対
し 

て
ナ
イ
フ
の
み
で
立
ち
向
か
う
の
か
と
い
え
ば
中
共
政
府
の
抑
圧
政
策 

に
し
て
自
身
の
死
を
覚
悟
し
て
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
っ
て
、 

中
共
政
府
の
抑
圧
政
策
の
犠
牲
者
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
す
る
殺
戮 

は
中
共
軍
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
中
国
人
も
ご
く
普
通
に
行
っ
て
い
る
。

中
共
政
府
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
他
民
族
を
殺
す
教
育
を
自
国
民
に
行
っ
て
お
り
、
経
済
発
展
を
基
に
他
民

族
を
消
滅
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
。
特
に
若
者
の
洗
脳
が
強
い
。 

私
達
は
私
達
の
文
化
、
伝
統
を
護
る
こ
と
を
訴
え
て
き
た
が
、
今
は
い
か
に
生
き
延
び
る
こ
と
を
訴
え
活

動
し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
中
共
政
府
の
行
い
が
続
け
ば
周
辺
諸
国
も
ウ
イ
グ
ル
と
同
じ
状
況
に
な
っ
て
し
ま

う
。
ウ
イ
グ
ル
を
救
う
こ
と
は
自
分
の
国
を
救
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
国
会
は
隣
国
の
状
況
を
鑑
み
、
日

本
政
府
は
現
地
調
査
の
要
求
を
出
す
べ
き
だ
。 

（
文
責 

・ 

愛
知
竹
田
研
究
会
幹
事 

高
橋 

基
氏
） 

報
告
・

日
本
会
議
西
春
日
井
支
部
主
催
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
、
労
苦
を
語
る
会
」
開
催 

 
 
 

 

●
日
時 

七
月
四
日
（
木
）
、
六
日
（
土
）
十
四
時
～
十
五
時 

 

●
会
場 

清
須
市
市
民
会
館
三
階 

●
会
費 

千
円 

●
参
加
者 

十
名
強 

財
・
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
愛
知
県
支
部
主
催
・
第
三
十
七
回
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
パ
ネ
ル
展
（
七
月
三

日
～
七
日
・
清
須
市
市
民
会
館
二
階
ホ
ー
ル
）
開
催
に
合
わ
せ
、
日
本
会
議
西
春
日
井
支
部
・
主
催
、
神
社

庁
西
春
日
井
支
部
神
社
協
力
会 

菊
光 

後
援
で
、「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
労
苦
を
語
る
」
と
題
し
、
同
財
団
、

愛
知
県
支
部
長 

河
村
廣
康
氏
（
九
一
歳
）
の
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
パ
ネ
ル
展
は
、
河
村
氏
達
、

生
き
て
故
国
に
帰
り
今
ま
で
生
き
て
き
た
抑
留
者
が
、
自
分
た
ち
の
責
務
と
感
じ
継
続
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
一
日
目
は
平
日
で
あ
り
西
枇
杷
島
町
の
主
婦
の
方
に
多
く
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
り
、
日
の
丸
に
一
礼
、
国
歌
斉
唱
を
す
る
際
に
は
戸
惑
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
日
本
会
議
の
支
部
長
と
し
て
啓
蒙
し
が
い
が
あ
る
と
ま
す
ま
す
や
る

気
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
河
村
さ
ん
の
お
話
の
中
の
日
本
政
府
の
ま
っ
た
く
や
る
気
の
な
い
遺
骨
収
集
の

話
に
は
涙
ぐ
む
方
も
み
え
た
り
、
「
私
も
戦
争
は
大
嫌
い
だ
が
、
『
子
供
を
戦
場
に
送
ら
な
い
』
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
駄
目
で
、
や
る
と
き
に
は
や
ら
な
け
れ
ば
、
や
ら
れ
て
し
ま
う
、
国
を
護
る
軍
隊
は
必
要
。
世

界
は
そ
ん
な
に
甘
く
な
い
」
、
な
ど
と
い
う
話
に
う
な
ず
い
て
お
ら
れ
る
方
も
み
え
ま
し
た
。
二
日
目
土
曜

日
に
は
会
員
さ
ん
の
ご
子
弟
で
あ
る
中
学
生
一
年
の
男
の
子
が
や
っ
て
き
て
河
村
さ
ん
の
話
に
聞
き
入
る

な
ど
本
当
に
嬉
し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
帰
り
際
に
日
の
丸
の
ミ
ニ
国
旗
を
渡
し
ま
す
と
『
あ
り
が
と

う
』
と
礼
儀
正
し
い
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
将
来
の
明
る
い
希
望
が
見
え
て
き
た
よ
う
で
目
頭

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
日
本
会
議
会
員
の
み
な
さ
ん
、
今
後
も
よ
り
よ
い
日
本
を
作
る
た
め
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

（
日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

西
春
日
井
支
部
・
支
部
長 

水
田 

美
子
・
文
責
） 

案

内

・

名

古

屋

東

支

部

発

会

式 

会
員
拡
大
に
伴
い
、
名
古
屋
支
部
の
分
結
の
動
き
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
ず
名
古
屋
支
部
の
中
に
名
古

屋
東
支
部
（
緑
区
、
天
白
区
、
昭
和
区
）
が
こ
の
度
、
力
強
く
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
は
勿
論
、
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。 

 

日
時 

八
月
三
日
（
土
）
十
三
時
半
～
十
六
時(

受
付
開
始 

十
三
時) 

 

会
場 

昭
和
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
視
聴
覚
室 

名
古
屋
市
昭
和
区
石
仏
町
一-

四
十
八 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

 

０
５
２-

８
５
２-

１
１
４
４ 

地
下
鉄
・
御
器
所
駅
二
番
出
口
出
て
右
へ
す
ぐ
一
本
目
を
右 

折
、
五
本
目
を
左
折
し
、
二
〇
Ｍ
先
、
通
り
右
側
に
あ
り
（
南
東
方
角
・
五
五
〇
Ｍ
・
徒
歩
七
分
） 

 

会
費 

五
百
円 

案

内

・

八

月

十

五

日

・

愛

知

県

護

国

神

社

黙

祷

祭

に

ご

参

加

く

だ

さ

い 
 
 
 
 
 

八
月
十
五
日
月
曜
午
前
十
時
三
十
分
に
、
護
国
神
社
境
内
の
手
水
舎
前
に
ご
集
合
下
さ
い
。 

祖
国
繁
栄

の
礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ
、
昭
和
天
皇
終
戦
の
御
詔
勅
を
拝
聴
の
後
、
お
神
酒
を
頂
戴
し
ま
す
。

当
日
、
神
社
の
ご
厚
意
で
、
境
内
に
、
会
場
と
テ
ン
ト
を
お
借
り
し
て
日
本
会
議
名
古
屋
支
部
が
主
管
と
な

り
、
署
名
活
動
、
昭
和
二
十
年
当
時
の
ビ
デ
オ
放
映
等
も
企
画
し
た
無
料
の
休
憩
所
の
開
設
と
冷
茶
の
提
供

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
お
手
伝
い
い
た
だ
け
方
、
お
一
人
で
も
多
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
十
三
時
頃
散
会
） 

案

内

・

八

月

十

八

日

・

田
母

神

俊

雄

先

生

講

演

会

チ
ケ

ッ

ト

事

前

購

入

方

法 

裏
面
掲
載
の
八
月
十
八
日
（
日
）
開
催
の
「
田
母
神
俊
雄
氏
講
演
会
」
前
売
り
券
千
円
（
当
日
千
五
百
円
）

を
ご
希
望
の
方
は
、
郵
便
振
替
口
座
０
０
８
４
０₋

６₋

４
２
１
５
３ 

日
本
会
議
愛
知
県
本
部
へ
ご
送
金

下
さ
い
。
後
日
、
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

次
回
は
八
月
四
日
午
前
七
時
開
始
、
八
時
終
了
。
九
月
か
ら
八
時
～
九
時
に
戻
り
ま
す
。
九
月
一 

日
、
十
月
六
日
、
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
軍
手
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社 

屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
し
ま
す
の
で
雑
巾
を
ご
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い 

天
気
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部
宛
お
電
話
下
さ
い
。
〈
０
９
０
・
６
４
６
６
・
１
５
９
２
〉。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
購
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 


